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この地質図幅は，北海道総合開発の一環と

して，北海道開発庁の委託により実施したも

のを，北海道にむいてとりまとめたものであ

る.

昭和57年 8 月

北海道
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5 万分の l 地質図幅

説明書 然 別 湖 (釧路一第17号)

北海道立地下資源調査所

技術吏員山岸宏光

嘱託安藤重幸*

はしがき

この図幅説明書は，昭和47年から昭和50年にわたる野外調査の結果をとりまとめたも

のである.この図幅地域は，十勝平野の北端，大雪山国立公園の最東南端に位置し(第

1 図)，そのほぼ中央に位置する然別湖は，多くの観光客の訪れる神秘的な景勝地として

知られている(第 2 図).そして，十勝平野を見おろす西ヌプカウシヌプリ，東ヌプカウ

シヌプリなどの溶岩円頂丘群や，それらから十勝平野にかけての広大な火砕流による台

地や丘陵は特異な火山地形を示している.

図幅地域の地形・地質に関する研究には，古くは，田中館(1925) による火山湖に関

するもの，大石・渡辺 (1932) による 10万分の 1 r然別沼」図幅説明書，橋本(1952)

による調査報告などがある.最近では，然別火山の火砕流について，安藤・山岸 (1975) ,

山岸 (1977) によるものがあり，十勝平野全体については，十勝団体研究会 (1978) が

総括している.

野外調査にあたっては，然別湖周辺を安藤が，他を山岸が担当し，とりまとめを山岸

が行った.調査の際には，金沢大学文学部守屋以智雄助教授の御協力をいただいた.ま

た，とりまとめにあたっては，地質調査所北海道支所山口昇一氏および北海道大学理学

部池田保夫氏はじめ多くの方々の御助言をいただいた.ここに厚く感謝の意を表する.

*現日本重化(鮒.
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第 1 図位置図

I. 位置および交通

この図幅地域は，北海道中央官 I; に位置し，北緯 43° 1W~43°20 \ 東経 143°0'-143 。

15' の範囲をしめる.

行政的には，東ヌブカウシヌブリの頂上を境に，その北東部がJ-.士幌町，南東部が士

幌町に， さらに西部が鹿追町に属している.

一 2



第 2 図 然別湖岸から天望 LlJ ，白雲山をのぞむ.

交通は，帯広から士幌， ['.士幌を経て糠平にいたる国鉄士幌線と，それに沿う国道26

号線， さらに鹿追から瓜幕を経て，然別湖，糠平に速する道道が通じている.また，シ

カリベツ JII に沿う林道は菅野温泉を通り，ウペベサンケ山のふもとまで遣している.

II. 地形

この図幅地域は，大まかに， 1)シカリベツ川内側の比較的なだらかな基盤山地， 2) シ

カリベツ川より北東部の問析された火山山地， 3)然別湖より南の溶岩円J[j丘群および火砕

流によって形 rJ\tされた台地・丘陵からなる火山地形の 3 つの地形区に分けられる(第 3

図).

1)は海抜600~1， 200m の，かなり開析された基盤山地で，新期の火砕流や湖成層な

との堆積によりーやや平坦化している. 2) I土問析された円前丘がほぼ南北方向に配列

する然 ~jlJ 湖西岸地区と，なだらかな溶岩有地からなる然別湖東岸地区とに区別できる 4・

3)は 2 )の南側で，大小10個ほどの溶岩円出丘群と，その南~南東に，流れ山をともな

う火砕流や“泥流"による台地や丘陵からなる.

図幅地域の tな河川としては，阿部のシカリベツ川と東部の音更川とがある.

L 、ずれも，ほぽ南北方向に流路をとり，流域には河岸段丘が発達している.

また，然りIJ湖は南北3.7km，東丙の幅の最もせまい部分が350m で，湖の形態は不規則

-3-
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第 3 園地形区分図

である.また，水深は最大99m，平均57m でやや深く，湖底の中心部は平坦で、ある.

皿.地質概説

図幅地域の基盤は，図幅西部に分布する先第三紀の日高累層群の黒色粘板岩やホルン

フェルスと，それらを貫く輝綜岩や花商岩からなる.これらの基盤岩と NE-NNE 方

向の断層で接して，新第三紀中新世のシカ I) ベツ III 層の喋岩と頁岩の互層が分布する.

さらに，図幅北西端や北東端のナイタイ川1:流には，北隣の糠平図幅 (Ill岸・松波，

1976) から連続する“グリーン・タフ"からなる十勝幌flU層が分布している。また，ナ

- 4 ー



イタイ川上流地域では変質安山岩や閃緑岩の貫入岩体がみられる.

rtJ:の先第三系および新第三紀中新世の地層を，鮮新世および更新世の堆積岩類・火

山岩類がおおっている.

図幅西部のシカリベツ川流域では，鮮新世のヌプリパクシュベツ層，オソウシュ溶結

凝灰岩，むよび更新世のヤンベツ層と屈足溶結凝灰岩が分布し，図幅東部の音更川流域

には，同じく更新世の渋山層が段丘喋層の基盤として小規模に露出する.

シカリベツ川以東では，鮮新世末期の安山岩類と第四紀更新世の然別火山噴出物が広

く分布する.

安山岩類は然別湖の東側に分布し，なだらかな山地や台地を構成する輝石安山岩溶岩

を主とする.一方，然別火山噴出物は然別湖の西側に分布する旧期然別火山噴出物と，

同じく南側に分布する新期然別火山噴出物とに区分される.前者は輝石安山岩と角閃石

安山岩の円頃丘溶岩群と，同岩質の軽石流堆積物および熱雲堆積物からなる.熱雲堆積

物の中には“泥流"堆積物が爽在している.

シカリベツ JII と音更川にはそれぞれ 3 段と 2 段の段丘堆積物がみとめられる.

また，然別火山の周辺には 種々の斜面堆積物が分布する.大規模草地育成牧場付近

の山麓緩斜面堆積物， r.音更付近の火山山麓扇状地堆積物および東ヌプカウシヌプリ付

近の土石流・崖錐堆積物などである(第 l 表).

図幅の南東 tHj から東部にかけては，支務，恵庭むよび然別火山起源の火山灰がうすく

むおっている(十勝l .fl 体研究会， 1972).

町.先第三系

Nｷ 1 日高累層群

図幅I有阿部のシカリベツ!I I西方の丘陵地むよび図幅北西端の然月IJ山北西方の山地を構

成する.黒色粘板岩とホルンフェルスとからなる.

黒色粘板岩 (Hi)

図幅南西部;の奥瓜幕西方山地に広く分布する. 主として，片理のよく発達した千枚岩

状の黒色粘板岩で， まれに砂岩や輝緑凝灰岩をはさむ.

ピシカチナイ沢川流域，オソウシュ川流域むよび第 5 西上幌内川流域では， N70。一

-5-



第 1 表模式柱状図

時 (~ ふι山山 層 名 記号 岩 宇目 f荷 考

現 現河床堆積物
o 0 0 0 a 磯1:;、よび砂o 0 0 0

土石流堆積物 b~会会 d 角磯

世 屋錐堆積物 :、l 、、\、\、\\\、、¥ t 角磯

山麓緩斜面堆積物 1\、、、、、、、、\、、、 s 角磯
第

第 3 段丘堆積物 ol OoOoOoCTr3磯・砂

然別溶岩円 Hi 丘群
>>>> \ノ Dl 角閃石しそ輝石安山岩

、〆、〆

新田熱雲堆積物 ノム 、 /¥/¥/
Nn角同閃質む火山し角そ機輝層 行安 111 岩質火山灰層

ム I:> I:>

新開熱雲堆積物 AAAAムAムtSn角閃石しそ輝石安山岩質火山角礁層

栄進“泥流"堆積物 -・・・・.-. ・ En変質安山岩亜角磯層 砂・粘土 土まんじゅう様“泥流"丘

パンケチン熱雲堆積物 ム‘AムムAムAthPk角関石しそ輝石安山岩質火山角磯層 巨大な溶岩塊をともなう

〆、/\/、〆

角閃石しそ輝石安山岩質凝
扇ケ原熱雲堆積物

\/\/、ノ

生1.1:>1:> 色合 J 灰層 (On ， )同質角詩集層 (On 2 )

火山山麓扇状地堆積物 Aムムムムムムム ム Tf角磯・亜円磯

紀 1第 2 段丘堆積物 0000000O0ETr2磯・砂

瓜幕軽石流堆積物
~ペシ〈トグ くと

Up軽石凝灰層 14C 年代は>(山 31岸，9，210977)、l' ~ 'l

第 l 段丘堆積物 ODDOODDOOCTr, 礁・砂
世 渋 山 層 Sf 砂・シルト・磯・亜炭

屈足 j容結凝灰岩
~ - Kw黒雲母流紋岩質溶結凝灰岩 K-Ar年代O. 96~0. 75m.y.

旧期相即 同晶品T噴火山 南ペトウトル溶岩類
vvvvv vPI 角普通閃石輝普石通 L 輝そ石輝石し安そ珊山岩 石安山岩 (柴田ほか .1979)

vVV

北ぺトウトル火山岩類 ムAムAムAムAtPv軽石凝灰岩・火山角磯岩

ヤ ンベツ層 脳姐宝争;地 Yf 角磯・砂・縞状粘土・亜炭

温泉山溶岩 vvvvvvvv OJ 普通輝石しそ輝石安山岩

ナイタイ山溶岩 l 、Jvvvvv NI 普通輝石しそ輝石安山岩
鮮

vvvv
vvvvv

EI かんらん石含有普通輝石しそ輝石安山岩新 遠望山溶岩 vvVV

勢田山溶岩
vV'v vv

SI しそ輝石普通輝石安山岩vvvv

不二川溶岩
v v v v

Fl しそ輝石普通輝石角閃石安山岩
第新

v v V

ナイタイ火山岩類 ムムムムムムムAムd Nv 普通輝石しそ輝石安山岩質火山角喋岩

上音更溶岩
v¥/VV

Sk しそ輝石普通輝石安山岩v Vv V

パラメン溶岩
\ノ\ノ、〆、〆

Pmしそ輝石安山岩
世

、〆、/、〆

オソウシュ川溶結凝灰岩
ん~~~

~へ~ 戸 Ow流紋岩質溶結凝灰岩 K-Ar 年代2.7159m79.) y.
ヌプリパクシュベツ層

ムム八八
Nf角型軽岩・砂治シルト岩・火山角磯岩

(柴田ほか，

紀

響中
十勝幌加層 雌明閉山ハル相凶同開世山出U晶月』僻版刷町川pωりいノ相出 帯主 世貝 市女 山門山血出 Ad

新 シ lレト岩 (He)

世 シカリベ:; III 層
。 o 0 0 。

磯岩 (She) ・黒色頁岩 (Shs)

制
黒雲母花筒岩 (G r)・輝緑岩 (Di)

先第三紀日 高累層群 黒色粘板岩 (Hi)

ホルンフェルス (Hr)

-6-



30ー E , 30ー-40ー E の走向・傾斜を示す.いずれも， NlO。ー 50° E 方向の片理が顕著で、

ある.層厚は不日月.

ホルンフェルス (Hr)

オソウシュ川上流や図幅北西端に，後述する花商岩体をとりかこむように分布する.

いずれも， 千枚岩状に片理がよく発達し，淡赤紫灰色を示す.主として，粘板岩起源

であるが，輝緑岩起源のものを含む.

N. 2 輝緑岩 (Di)

図幅南西部の北瓜幕西方山地に分布する.黒色粘板岩をほぼ南北方向に貫く岩脈であ

る.幅 500m ，延長 3 ~ 4km に達する.細~中~粗粒の青緑色の岩脈で，黒色粘板岩と

ほぼ同一方向の片理を有する.組粒の輝緑岩には，変輝緑岩ともいえる岩相を示す部分

がある.

N. 3 花嗣岩 (Gr)

図幅北西部に分布し，幅 3 km，延長 6km の岩体で、ある.この岩体は，西隣の佐幌岳図

幅(橋本， 1971) 内でピシカチナイ花商岩と呼ばれるものの延長部で，本図幅内の然別

山を経て，北隣の糠平図幅内にいたる.

岩相は場所により変化するが，図幅内では主として，淡灰白色，粗粒の黒雲母花尚岩

である.

鏡下の観察:正長石>斜長石>石英>黒雲母などからなる.正長石は，径 1 mm以上で‘

多形を示し，汚れがいちじるしい.パーサイト構造を示すものがある.斜長石は長径 1

mm前後で，半白形を示し，微斜長石をともなう.石英は斜長石と正長石の接触部にミル

メカイト構造を示すことがある.黒雲母は径 O.5mm 以下の自形~半白形を示す片状結晶

で，多色性は淡灰黄色~赤褐色を示す.

日高累層群のホルンフェルスとは，花崩岩の北西側では貫入関係であるが，南東側で

は断層で接する.
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V. 新第三系

この地域の新第三系は，下位から上位ヘ，中新世のシカリベツ川層，十勝幌加層，鮮

新世のヌプリパクシュベツ層，オソウシュ川溶結凝灰岩に区分でき，また，火成岩類に

は閃緑岩・変質安山岩・安山岩類がみられる.

V. 1 シカリベツ川層 (She ， Shs)

命 名: llJ 岸宏光・松波武雄 (1976).

模式地:シカリベツ川上流のユーヤンベツ川流域.

この地層は，図幅西部のシカリベツ川上流に沿っでほぼ南北に分布する.

岩相は磯岩と黒色頁岩からなる.磯岩は指頭大からこぶし大の円礁と，黒色砂岩の基

質からなる.喋種は，日高累層群起源の粘板岩とホルンフェルスを主とし，花商岩礁を

少量ともなう.黒色頁岩は，堅硬， ちみつで，日高累層群の粘板岩と見かけ上区別しに

くいが，本層の頁岩は砂岩をはさむことがあり，粘板岩と比べてより塊状で、ある.

この地層は， N20ー W -N60ー E , 200-500

E の走向・傾斜を示す.本層の分布地域に

は， NE 方向の断層がよく発達する.

下位の日高累層群とは， NW;fJ' よびNE 方向の断層で接し，花商岩体とは， NE-N

NE方向の断層で接している.

層厚は北隣の糠平図幅(llJ岸・松波 1976) 内で.2， OOOm以上と算定されている.

V. 2 十勝幌加層 (He ， Vp)

命 名:山岸宏光・松波武雄(1 976).

模式地:音更川上流の幌加川付近.

北隣の糠平図幅の範囲に広く分布するが，図幅内では，北西部の北ペトウトル山北方

と北東部のナイタイ川支流のーの沢上流に小規模に分布する.

本層は北ベトウトル山北方では，下部から ~·.(m ヘ，基底角喋岩，凝灰質砂岩・シルト

岩および変質安山岩類からなり， ーの沢上流では砂岩・シルト岩と安山岩質火山角磯岩

からなる.いずれも，全体に熱水変質をうけ緑灰色~青緑色を呈する.

ナイタイ川支流のーの沢上流の砂岩シルト岩には，層間異常や微摺曲などのスランフ

構造がみられる.また，縞状頁岩も多くはさまれ，典型的な湖成層の岩村!を呈する.
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北ベトウトル山北方で、は，走向・傾斜は明らかではないが，東にゆるく傾pていると

考えられる.またの沢上流で、は，後述する閃緑岩および変質安山岩を境に，その北

側では， N60ー W, 10ー E ，南側では N60° W, 20ー Wの走向・傾斜を示す.

下位のシカリベツ川層とは，北隣の糠平図幅内で不整合で接している.

層厚は図幅内では不明である.

Vｷ 3 ヌプリパクシュベツ層 (N f)

命名:山岸宏光 (1976).

模式地:シカリベツ川上流のヌプリパクシュベツ III.

図幅北西部のシカリベツ川支流のヌプリパクシュベツ川流域を中心に南北に細長く分

布する.

岩相は，下部から上部へ，基底部の崖錐性の角磯岩，砂岩・シルト岩および火山角喋

岩からなる.角喋岩の礁は径30~50cmで，磯種は角閃石安山岩や石英安山岩が最も多く，

他に溶結凝灰岩や硬質頁岩を含む.砂岩・シルト岩は細かい縞状互層で，軽石凝灰岩の

薄層をはさむことがある.

N70ー W~ NlOー E , 25ー-30ー E の走向・傾斜を示す.

F位の十勝幌加層やシカリベツ JII 層との直接の関係を示す露頭はみられないが，基底

部;の崖錐性の角磯岩は t- 勝幌加 l層に由来すると考えられ， また，分布上は十勝幌加層よ

り下位のシカ I) ベツ川層に近接していることから，十勝幌加層を欠いてシカリベツ川層

を不整合でむおうと考えられる.

この地層の H、引には明らかではないが，鮮新世とされた十勝三股層(山岸， 1976) に岩

村1 が類似していることから，一応鮮新世として扱った.

Vｷ 4 オソウシュ川溶結凝反岩 (Ow)

命 名:卜勝[.tl 体研究会(1978).

f莫式t也 :1・勝 III J-.流のオソウシュ JII.

図幅内庁I;のシカ I) ベツ川丙岸の丘陵 ;~I~ を中心に， トゥマベツ川下流部，および第 5 西

I:幌内川 h定{f/j からオソウシュダムにかけての丘陵 ;11; にも広がっている.

岩村l はlIi)"-版樹一黒褐色，塊;[犬で、 4兄溶岩と兄誤りやすいが，鉱物組成から判断して流

紋岩 ETj容結凝灰岩である.結品片として，斜長石・石英むよび輝石が，岩片として粘板
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岩がみとめられる.

鏡下の観察:つぶれたガラスシヤードが脱ハリ作用をうけて，球頼構造を示すことが

ある.これらのガラスシヤードの中に，斜長石・石英・しそ輝石むよび黒雲母の結晶片

が含まれる.

この溶結凝灰岩は新第三紀中新世のシカリベツ )11 層を不整合におおう.柴田ほか (1979)

は K-Ari.去により 2.75m. y. としていることから鮮新世とした.

V. 5 閃緑岩 (Dr)

図幅北東端のナイタイ川支流のーの沢上流に小規模に露出する.全体に青緑色，塊状

でやや粗粒な岩石である.規則的節理の顕著な小貫入岩体である.

鏡下の観察:等粒状組織を示し，斜長石>普通輝石>角閃石>石英からなる.斜長石

は径 O.5~O.3mm ，普通輝石は lmm 以下で，客晶として斜長石を含むことがある.角閃石

は 1 -O.5mm で，淡緑黄一淡黄色の多色性を示し，部分的に緑泥石に交代されている.

V. 6 変質安山岩 (Ad)

図幅北東端のナイタイ川支流のーの沢上流および、天望山東方に小規模に露出する小岩

体である.青緑色，塊状で，一部は灰白色の珪化岩となっている.

鏡下の観察:ハイアロピリティック組織を示し，斑品として，斜長石>普通輝石>し

そ輝石からなり，いずれも，緑泥石・方解石・緑れん石に交代されている.石基は全体

が 2 次石英に置換されている.

V.7 安山岩類

図幅東部~北東部の然別湖東側には，海抜800-1 ， 300mの，開析のすすんだ成層火山

や溶岩台地が広がっている.これらは，分布と岩相から以下のように区分される.すな

わち，下位から上位ヘ，パラメン溶岩 (Pm) ，上音更溶岩 (Sk) ，ナイタイ火山岩類 (Nv) ，

不二川溶岩 (FI) ，勢田山溶岩 (SI) ，遠望山溶岩 (EI) ，ナイタイ山溶岩 (NI) ，温泉山溶

岩 (01) が分布する.これらの岩質は，パラメン溶岩がしそ輝石安山岩， 上音更溶岩・

勢田山溶岩がしそ輝石普通輝石安山岩，不二川溶岩がしそ輝石普通輝石角閃石安山岩，

ナイタイ火山岩類・ナイタイ山溶岩・温泉山溶岩が普通輝石しそ輝石安山岩，遠望山溶

岩がかんらん石含有普通輝石しそ輝石安山岩である.
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}容むの Ijl 心;'iI;は塊 ;11ょで， 11、?々.柱状 :h よび板;17リ1I'ifrfl が先達している.

ナイタイ火山岩 Wi土，溶岩と，熱雲堆積物に w似した火山角喋岩の互!再である.

鏡ドの観察. .王とんどはノ、イアロヒリティック組織を示し，斑品として.斜長干1 .普

通輝イ I' しそ崎di を j: と L ，かんらんイ i ・イ i英を ff むことがある.行本は短冊状斜長干i

と絹 {iの UIlを力、、ラスがうめている.力、ラスはlJ見ノ、 I} 作 III をうけたり，鉄什ボナイトに変

目していることがある.

VI. お 川
叫i

系

VI. 1 ヤンベツ層 (YO

新柏;

模ょに地: II/Ill 温泉裏の段.

?f;i}IJ 川北 }j(j) ヤンベツ川沿いに分布寸『るものと.岡市M北阿部のシカリベツ川沿いに南

北 hi;']の帯状に分布 -1- る半J のとがある.

「ヤ，ン/べ父ヅ!川l川Ii流玩域の iけ山I)川u日Ji温且泉裏の定で(は土J. ド;部?刊ドMカ》ら!上:，却H出r;/ヘ\\' 葉f理型の発j速主した砂砂、層， 縞状

枯 i上:層' 喋層土あむ〉了、よひ

'j庁i ， ンカリベツ III 流域では. r，Lj岸の iif£抜SOO 111 位のやや、1'-引な地形出を構成する.

ド iii; から J:却ヘ，忠雄性の角喋!民火山角蝶!語、喋層，軽干i rt砂層，亜炭層，縞;1た粘土

層 (414 凶)のIi恒に累重し，全体で40m以上の I~ さを 1i・する.

第 4 図 ヤンベツ層の縞状粘土層(菅野温泉付近).



角磯層は基盤のシカ I) ベツ川層の黒色頁岩に由来する径数10emの角喋むよび亜角礁を

主とする.火山角喋層 (:t， 後述する旧期然別火山噴出物に由来する角閃石安山岩の角喋

と同質の凝灰質の基質からなる.

両地域とも地質構造はほとんど水平である.

下位層との関係は，ヤンベツ ill流域では，礁種などからみて，鮮新世の安山岩類を不

整合におおっていると考えられる.一方，菅野温泉付近では，基盤のシカリベツ III 層の，

NS-NlQo E , 40ー-60ー Wの走向・傾斜を示す断層崖にアパットしている.

VI.2 屈足溶結漣灰岩 (Kw)

命 名:十勝団体研究会 (1978) .

模式地:新得図幅内の屈足付近.

図幅内では西端の北瓜幕西方の丘陵地をおおっている.

岩相は，全体として，淡灰一淡紅色で，黒雲母・斜長石・石英の斑品が目立ち，長さ

数emの本質レンズや粘板岩の岩片を含む黒雲母流紋岩質溶結凝灰岩である.・最下部 3m

は弱溶結であるが，それより上部10m以上は+主状節理を示す強溶結部となっている.

鏡下の観察:溶結構造を示すガラスシヤードの集合体の中に，斜長石・石英・黒雲母

・普通輝石・しそ輝石などの結晶片と，本質レンズが含まれる.本質レンズは，厚さ数

百1m以下につぶれ，全体として発泡悪く，斑品は少ない.つぶれた本質レンズの先端部分

はほうき状となり，脱ハリ作用で汚れている.

この溶結凝灰岩は西隣の佐幌岳図幅内の十勝溶結凝灰岩の a古IJ に連続し， E1 高累層群

とオソウシュ川溶結凝灰岩を不整合でむおう.

柴田ほか(1979) はこの年代を K-Ar法によって， 0.96-0.75m.y. としている.

VI. 3 渋山層 (S f)

命 名:十勝団体研究会(1 978).

模式地:帯広図幅内の芽室橋付近.

図幅内では，南東部の音更川およびウオップ川河口付近の河床に，段丘堆積物の基盤

として小規模に露出する.

中粒~細粒砂層，灰白色シルト層むよび喋層の互層からなる.砂層には葉理が発達す

ることがあり， シルト層には亜炭をはさんだり，乱堆積状を呈することがある・喋層は
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中礁で円礁を主とし，喋種は粘板岩が圧倒的に多く，ほかに花岡岩・溶結凝灰岩・輝石

安山岩などを含む.

地質構造はほとんと♂水平か，やや西側に傾いている.

層厚は図幅内では不明である.

本層は，十勝団体研究会(1978) によると，後述する屈足溶結誕灰岩より新しく，前

期更新世末とされている.

VI. 4 段丘・斜面および現河床堆積物

図幅西部のシカリベツ III ，東部の音更川に沿って数段の河岸段丘堆積物が，図幅東部

の一大規模草地育成牧場付近や然別火山周辺に各種の斜面堆積物が分布する.さらに，主

要な河川沿いには現河床堆積物がみられる.

段丘堆積物 (Tn ， Tn , Tn)

図幅内の河岸段丘は，その比高により 3 段に区分される.最高位の段丘面(第 1 段丘)

は図幅南西部の瓜幕付近にみられ，後述する瓜幕軽石流堆積物にむむわれている.次に

高位の段丘凶 i (第 2 段丘)はシカリベツ川むよび音更川に沿って分布し，シカリベツ III

流域では，瓜幕軽石流堆積物を削はくし，音更川流域では，後述する新田熱雲堆積物に

J)'t)' われる.品も低位の段丘面(第 3 段丘)はシカリベツ川むよび音更川のそれぞれの

左岸側に広がっている.いずれも，砂層をはさむ円磯層である.

第 1 段丘と音更川沿いの第 2 段丘を構成する喋層は， 卜勝平野・地質図むよび地形面

区分図編集委員会( 198 1)によると，光地園喋層・美蔓喋層;f)'よび J:旭ケ丘喋層とされ，

シカリベツ川沿いの第 2 段丘と，第 3 段丘を構成する磯層は， 上札内 I 磯層・忠、類磯層

むよび上士幌礁層として塗色されている.

火山山麓扇状地堆積物 (TO

図幅東 Iff; の大規模草地育成牧場から，ナイタイ川， シリクニ川むよびサンケウォップ

川流域を中心に，市東~南に広がっている.火山山麓特有の扇状地形をつくり，地形上

は，大規模平地育成牧場付近のもの，豊岡付近のもの，むよびその南のサンケウォッフ。

川とシリクニ III にはさまれた部分の三つの単位に区分できるが，図幅では一括しである.

ほとんどが，風化した安山岩の角喋・亜角喋層で，基・質は砂・粘土からなる.全体と

して. i勾j太・う〉級悪く， 1事さは 5m 以上で、ある(第 5 図).

町
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第 5 図 火山山麓扇状地堆積物の露頭(大規模草地育成牧場).

第 6 図 山麓緩斜面堆積物とそれによるゆるやかな斜面(大規模草地育成牧場).
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山麓緩斜面堆積物 (S)

この堆積物は，図幅京 (11;の大規模if·地育成牧場付近の緩斜I而を構成する. !勾汰・分級

が良く，ややH)j ll京な層理を示 1角喋層である(第 6 図). これはなだらかな地形むよび角

喋の堆積構造・形態などから判断して，いわゆる“ソリフラクション"による堆積物と

考えられる.

崖錐堆積物 (t)

I宇iヘトウトル I1II布 l凡i麓むよび新 ill牧場~t Jiの山麓には， III体の崩訴による崖錐地形が

形成されている.それらはルースな角喋層である.

また， I凡i ヌフカウシヌフリ東麓や!f!ヌフカウシヌブリ l珂斜面に分布する径の大きな岩

塊の民 {H1;( 土，単なる“定錐"とする兄ノ j と ， r方1 jj. <.l 口J現象による“岩塊流"とする見方

とがあるが， [河幅では-応、 1)lj 長として扱た.

土石流堆積物 (d)

東ヌブカウシヌフリの l主i 件i麓ど北京麓に分布する小さな扇状地形を構成するルースな

角喋!肩である.いずれも，!f!ヌフカウシヌフリ fIlm 丘の崩 t裏によって発 I J:. した J: 干1! 志の

堆積物である.

現河床堆積物( a)

シカリベツ III ， 吾更 III ，ヤンベツ川ド流および東雲湖付近などにみられる flJ 喋むよび

砂などからなる堆積物である.

VI. 5 然別火山噴出物

この噴出物は，図幅'~l央 fil~の然別湖周辺からその i f-I ー← l宇I>!£ にかけて，図幅内で最も広

L 、 l面積をしめる.それは !.~)}IJ湖 l凡j側に分布する IHmj!.~~)}IJ 火山噴出物と，然別湖南岸から

IH-I f.I !f!に広がる新井!日~)}IJ火山噴出物とにわけられる.

VI. 5. 1 "l!tlL円り IJ 火 rll噴出物

IIJmJ!.~)}IJ 火 III噴iH物は，北ヘトウトル山火山岩紅!と r~1ヘトウトル山溶岩類とからなる.

北ベトウトル山火山岩類 (Pv)

l淀川面北 Iflj ;'fl;北ヘトウトル III を中心に分布する.軽{i凝灰岩と火山角礁岩からなる.軽

{j;疑!災計(土作肝温泉付近に露出し，径数lOemの軽イi を含み， ILi 々，直径30emの炭化木を

とりこんでいる.火山角礁岩は， l:として， スフリパクシュベツ Jlil:流に分布し，赤褐

色の角閃イ i安山岩と [Ii] ttの i疑民自の基Tf からなる.

戸
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南ベトウトル山溶岩類 (PI)

図幅北西部の南ベトウトル山を中心に分布する.然別湖畔沿いの下部溶岩と， r*iベト

ウトル山山頂部を構成する円m丘溶岩知とか β なっている.

下部溶岩は中心部が塊状で，その上下にクリンカ をともなう.然別湖畔温泉付近で

は，温泉変質により粘土化している部分がある.岩 Tiは普通輝石しそ輝石安山岩である.

‘方， r宇iベトウトル山の II JJti， 'ft; を構成する川Jti丘溶岩間は，柱状節理の発達した石英

合イ i角閃イ i しそ輝行普通輝イ i安 III !f f である.

VI. 5. 2 新知j然別火 III 日貨 nIl物

新期然別火山噴出物は然りJJ?Mの rHf~~沿いに分布十る然別溶岩円頂丘群 (0\) と，それ

から南ー南東に広がる軽石流堆積物(瓜幕軽石流堆積物， Up)，熱実堆積物(扇ケ原

熱雲堆積物， OnI ， On2; J'\ ンケチン熱雲堆積物， PI..;新開熱雲堆積物， Sn; 新田熱雲堆

積物， Nn) および泥流堆積物(栄進泥流堆積物， Ell) からなる. また，若干の降ド火山

灰をともなっている.

瓜幕軽石流堆積物(U p)

同幅 IHIJlj;'m の瓜砕から*瓜 h~ にかけて沿布 9- る.軽イ i は任 5 ~ 1emで，やや風化して

宇，Ii f:化しているものがある. まれに申高:1た申まイ i を台むことがある. 1-11-}\~は少なく，任も 1

em f)ドである.新 w日小 )IJ 火 11111 責 nIl 物の III では llit) tI i く，戸 7 まれる炭化木片の 14 C年代は

>31 , 920 (1IIf~~. 1977) むある.

鏡ドの観察:軽石は流理構造が顕著で，発泡したガラス iドに斜長石・しそ輝イ i ・角閃

石などの白形結品を含む.角閃石は褐緑色一淡褐緑色の多色性を示す.

熱雲堆積物

この堆積物は角|対イ i しそ蝉イ i友山訂の角礁と. [I i] 岩引の火山!ポサイスの破片ーからなる

掬汰の:~い堆積物で， しは‘しば“ぽかぐら"と II乎ばれる火 11 J! 1d 掃のみの岩本 II をともな j.

鏡ドの観察:破 n- はハイア口ヒリテイソケ組織をノ]ミし ， 1まf品として.斜 K イ 1> しそ蝉

イ I> 角閃イ i を合み. II 、?々， 41:j 喧輝{ i をともなう.角↑う(jイ iの同械は酸化していることが多

これらの熱雲堆積物は，後述する l'jf(Ur_ の形成直後に崩壊し 流ドした.いわゆる“メ

ラピ型噴火"によるものと巧えられる.そして，それらの地形的特徴. Ilil -'i: H't の火山川

層の有無，溶岩塊の有無，岩片表面の酸化状態や節理， さらに自然残留磁気の測定結果

ρ
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(安藤・ [11 岸， 1975) をもとに.扇ケ!!;(熱雲堆積物 (Onl ， On2)，パンケチン熱雲堆積物

(Pk) ，新 IlfJ 熱主堆積物( ~n) および新IU 熱雲堆積物 (Nn) の 4 枚にわけられる (III ;~~，

1977).

扇ケ原熱雲堆積物 (Onl ， On2) 西ヌフカウシヌフリ IH 麓から扇ケ!以を紙て1\ 1 ).Jl~~に

いたるなだらかな丘陵を構成する.火山角喋層(O n2) と火山以層(O nd とからなり， I)lj

者の構成する尾根の間を後者が流下している.その際の ilnWi は 5()()"C 以上の高温であっ

たと考えられている(安藤・ III 岸， 1975).

パンケチン熱雲堆積物 (Pk) :点ヌフカウシヌフリ付近からI' Mに広がり，起伏にとん

だ丘陵と不規則に配列した流れ山地形を構成する.この流 ~1 山は巨大な溶岩塊そのもの

である ([IJ 岸， 1977).

新開熱雲堆積物 (Sn) : (1 雲山付近から I t.i 東方 IIIJ に広がり，起伏のゆるやかな流れ山

地形をともなう丘陵を構成する.この堆積物にはパン皮状火山弾やそれに矧似した岩塊

を合む (II J;-¥ , 1977).

新田熱雲堆積物 (Nn) :東ヌプカウシヌプリ付近から南東に広がり，、子坦な緩斜面や

小さな流れ山地形を構成する.火山角喋層の上位に薄い火山灰層をともなう(第 7 図).

第 7 図 新田熱雲堆積物の露頭.下部が火山角喋層，
/-.部が同質の火山灰層(音更川付近).

内
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栄進“泥流"堆積物 (En)

白雲山南東山麓から，南東一東方向に 3 列の帯として配列する. 3 列のうち，最も北

側のものが品大である.これらの列には，高さ数日1 ，平面型は径 5 ~10 11lの円~楕 fll形

の土まんじゅう様の流れ山が無数に配列している(第 8 図).これらの流れ山は，風化あ

るいは変質した安山岩の亜角喋と，粘土化した軽石賀砂の基地からなる.火山噴火直後

によくみられる二次的な泥流堆積物というよりは，地すべりによる堆積物に矧似してい

るが，その IN:因は明らかではない・

第 8 図 土まんじゅう様の“泥流"丘群を構成する栄進“泥流"堆積物(新 fll 牧場付近)

然別溶岩円頂丘群 (Dl)

然別湖南岸に沿って分布し，合計約10個の円錐型の溶岩円頂丘群と，それらの破壊に

よる半月型の火口壁とで特徴づけられる.それらは，西から東ヘ，西ヌプカウシヌブリ

円項丘，東ヌプカウシヌプリ円m丘，白雲山円m丘群および、円望山円庁i丘などにほ分で

きる(第 9 図).また，西ヌプカウシヌブリ円頂丘の東麓に，爆裂火 l J (駒止め湖)と噴

石丘 (925m) が，天望山円頃丘の東側に爆裂火 [J (東雲湖)が配列している.

円項丘溶岩の表面には，冷却による亀甲状害IJれ日(第10図)や，柱状節理がよく発注

している.

岩質は，淡灰紫色~淡灰色の角閃石しそ輝石安山岩である.

鏡下の観察:ハイアロピリテイ y ク~ピロタキシティック組織を示し，斑tiJ1 として，

斜長石>しそ輝石>角閃石からなる.しそ輝行は周縁 ~1[) または全体がオパサイト化して

いる.角閃石は周縁部がオパサイト化しているが，中心部は赤褐色~淡黄褐色の多色性

を示す.石某として，斜長石・オパサイト化した輝イi ・鉄鉱・シリカ鉱物などがある.
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第 9 図 新田牧場から，東ヌプカウシヌプリ，白雲山むよび天望山を

のぞむ.子前の露頭は新聞熱雲堆積物.

第10図 円 TN丘溶岩表面にみられる亀甲状割れ目(白雲山山頂)，

然別火山起源の降下火山灰

図幅南東部から東隣の L士幌図幅(三谷ほか， 1976) にかけて，然別降下軽石堆積物

I(Sipfa-1) むよび然別降ド軽石堆積物 II (Sipfa-2) が知られている(十勝団体研究会，

n
H
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1972).Sipfa-1 は然別湖東方に分布し，図幅南東部では， 40cm 以上の厚さを有する.

Sipfa-2 は支務降下軽石堆積物より古く， Sipfa-1 は 19 ， 300 Y.B.P. より新しいとされ

ている.これらの降下火山灰は述べた円頂丘群や熱雲堆積物と同時期の産物であるが，

詳細な対比は明らかではない.

VI. 5. 3 然別湖の成因

然別湖の成因については，田中館 (1925) や石川 (1956) が論じているが定説はない.

田中館(1925) は，然別湖の成因をヤンベツ III の円Tn丘の形成によるせきとめ湖とした

が，石川(1956) は，湖の深度が比較的大きく，かつ湖底が、子坦であること，湖岸が急

傾斜であること， さらに，湖の南側のトゥマベツ川に溶結凝灰岩が分布していることな

どをあげて，カルデラ起源説をとなえている.一方，筆者らは，述べた地質調査の結呆

から，然別湖の成因について以下のように推論した.

卜ゥマベツ川の溶結凝灰岩は，オソウシュ川溶結凝灰岩に相当し，その噴出源は，図

幅の北西方向であり，然別湖の成因とは直接関係はないと考えられる.

水深が大であること，湖底が平坦で、あることに加えて，湖北岸近くのヤンベツ層が北

十勝~北見にかけて点々と分布する構造性の湖盆( IJJ 岸， 1976) のーっと考えられるこ

となどから，然別湖の原型は，断層に沿って陥没した構造性の湖盆の可能性がある.そ

して，その断層に沿って，旧期むよび新期の然別火山噴出物が噴出したのであろう.前

者の円項丘群が南北方向の直線状に配列するのはそのことを示唆している.また，後者

の円項丘群の形成が結果的にはせきとめ湖の形態をとらせたと考えられる.

w. 応用地質

四. 1 温泉

図幅内の温泉には，北西部のシカリベツ ill 上流の菅野温泉，然別湖北方の山田温泉む

よび然別湖畔の然別温泉がある(松波ほか， 1979),

菅野温泉

この温泉は，新第三紀中新世のシカリベツ川層と，第四紀のヤンベツ層との境界，す

なわち， NS-NlOー E 方向の断層に沿って湧出している.さらに，この付近のユーヤン
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ベツ川の河床にも点々と温泉が湧出しているが，同様に， シカリベツ川層中の N100­

50'E 方向の勇断帯に沿っている(藤原ほか， 1970).

泉温は 67° -31°C の含重曹棚酸食塩泉である.

t見庄はホテ!しに干 Ij) 日 されている.

然別温泉

この温泉は， r李jペトウトル溶岩類の普通輝石しそ輝石安山岩から湧出し，その付近は

温泉変質によって緑色化・粘 i: 化している.泉温が 40°C 以上の含重曹棚酸食塩泉である.

f見在，ホテルに平 IJ }jj されている・

山田温泉

この温泉は，ヤンベツ層の砂喋層から湧出している.泉温 45°C 以上で，全国形物の比

較的少ない単純泉である.

四. 2 金属鉱床

図幅内の鉱tlj としては， シカリベツ )11 上流のユーヤンベツ !I I沿いに，瓜幕鉱山が知ら

れている.

瓜幕鉱山

この鉱山は， Ui{手1112年頃発見され，戦時中むよび戦後の昭和30~32年頃若干採掘され

たが現在は稼行されていない・主な鉱種は水銀で，金・銀・銅をともなっている.シカ

リベツ川層の黒色頁岩層中の N10° -50ー E 方向の勇断帯に沿って腔胎している(藤原ほ

か， 1970).

っ
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EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICALMAPOF.JAPAN

Scale1 50, 000

SHIKARIBETSUKO

(KUSHIRO-17)

BY
HiromitsuYAMAGISHIandShigeyukiANDO

(Abstract)

Theareaofthissheetmap, locatedbetweenlatitude43ー10'~

43°2ぴ N andlongitude143 。ぴ~ 143ー15'E , coversthenorthern

marginoftheTokachiPlain, incentralHokkaido.

Geology

Thegeologyofthemappedarea, asshowninTable1, canbe

dividedintothreeunitsasfollows:Pre-Tertairysedimentaryand

igneous rocks , Neogenesedimentaryandvolcanic rocks , andQuatｭ

ernarysedimentsandvolcanicrocks.

Pre-Tertiarysedimentaryandigneousrocks

HidakaSuperGroup, occurringinthewesternmarginofthis

maparea, iscomposedofslateandhornfelswithoccasionalthin

layersofsandstoneanddiabasictuff.Diabasedikesandgranite

intrudedintotheslate.

Neogenesedimentaryandvolcanicrocks

ShikaribetsugawaFormationofMioceneage , exposedalong

theShikaribetsuRiver, iscomposedofconglomerateandblack

shale, andliesinfaultwiththegraniteandhornfels.
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TokachihorokaFormationof Miocene age , croppingoutin

thenortheasternandnorthwesternmarginofthearea, overliesthe

ShikaribetsugawaFormat~on unconformably.Theformationiscomｭ

posedofconglomerate, tuffaceoussandstone, siltstoneandvolcanic

breccia.Itwasintrudedbyalteredandesiteanddioriteinthe

northeasternmarginofthearea.

NupuripakushubetsuFormation0fPlioceneage, exposed

alongtheupperstreamoftheShikaribetsuRiver, overliesthe

ShikaribetsugawaFormationunconformably.Itiscomposedofconｭ

glomerate, andalternationofsandstoneandsiltstone.

OsoushugawaWeldedTuffofPlioceneage, exposedin the

westernpartofthearea, isrhyoliteincomposition.

Plioceneandesiticrocksincludinglavasandpyroclastic

rocks , occupyingthenortheasternpartofthearea, aredividedinto

8unitsaccordingtodistributionandlithologicalfeaturesasfollows ,

ParamenLava , Kamiotofuke Lava , NaitaiVolcanicRocks ,

FujigawaLava , Setayama Lava , Enbohyama Lava , Naitaiyaｭ

maLavaandOnsenyamaLava.

Quaternarysedimentsandvolcanicrocks.

YanbetsuFormationofPleistoceneage, croppingoutalong

theShikaribetsuRiverandYanbetsuRiver, overliesunconformably,
theShikaribetsugawaFormationandthepyroxeneandesitic rocks ,

respectively.Itiscomposedofsand, gravelandclay, accompanied

byvolcanicbrecciainplaces.

KuttariWeldedTuffcoveringthewesternpartofthearea,

overliestheHidakaSuperGroupandOsoushugawaWeldedTuff

unconformably.Itisbiotiterhyoliteincomposition.

ShibusanFormationisexposedbelowtheterracedeposits

alongtheOtofukeRiver.Itisanalternationofsand, siltandgravｭ

el , includingsecondarydepositsfromKuttariWeldedTuff.

Riverterracedeposits , consistingofgraveland clay ,

aredevelopedalongthe ShikaribetsuRiverandOtofukeRiver.
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Severalkindsofsurficialdeposits , suchascryopediment ,

alluvialfandeposits , debrisflowdeposits , talusdeposits

andalluvialdeposits , occuraroundtheShikaribetsuVoclcanoes.

ShikaribetsuVolcanicProductsoccupyingthecentraland

southernpartoftheareaaredividedintoolderandyoungerdeｭ

POSItS.

TheformeriscomposedofKitapetoutoruyamaVolcanic

RocksandMinamipetoutoruyamaLavas.Whereasthelatter

consistsofmanylava-domesandassociatedpyroclastic flows ,

bothofwhicharehornblendehyperstheneandesite.

Thepyroclasticflowdepositsareclassifiedinto5unitsaccordｭ

ing to topographicalandlithologicalfeaturesas follows , Urimaｭ

kuPumiceFlowDeposits , OhgigaharaNueeArdenteDepos-

its, Pankechin NueeArdenteDeposits , ShinkaiNueeArdeｭ

nteDepositsandNittaNueeArdenteDeposits. TheEishin

“ Mudflow" Depositsareintercalatedinthenueeardentdeposits.

EconomicGeology

HotSpring

Themappedareaincludesseveralhotspringsasfollows;

KannoHotSpringatthenorthwestmargin, ShikaribetsuHot

SpringalongthewesternshoreoftheShikaribetsuLakeand

YamadaHotSpringalongtheYanbetsuRiver.

MineralResources

UrimakumercuryminealongtheupperstreamoftheShikariｭ

betsuRiver, hadbeenworkedout, butnowitwasabolished.
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GEOLOGIC AGE STRATIGRAPHICALSEQUENCE

Alluvial Deposits

Holocene Debris Flow Deposits

Talus Deposits

Cryopediment

The 3rd Terrace Deposits

itムL 511214arlbrtsu IaavaDomcs

Nitta Nu 邑 e ArdenteDeposits

>TU4U5uUQ ka NUPL一 e Ardente Deposits

Eishin “ Mudflow" D巳 POSItS

Quaternary
Pankechin Nuee Ardente Deposits

APlestocee ATAttω窓2切~ Ohgigahara l'¥ueeArdente Deposits

Volcanic Fan Deposits

〉弘吉」きI 明日 e 2nd Terraeρe Deposits

Urimaku Pumice Flow Deposits

The 1stTerrace Deposits

Shibusan Formation

古一o』ωl 2ぶちあ2コc喝コ 号、/ο~ 勺ょと当ー。
Kuttari Welded Tuff

MinamipetoutoruyamaLavas

KitapetoutoruyamaVolcanicRocks

Yanbetsu Formation

ぷ出m00Ill1
Onsenyama Lava

Naitaivama Lava

Enbohyama Lava

Setayama Lava

Pliocene
E目的 Fujigawa Lava

Neogene -<u)【』 Naitai Volcanic Rocks

Tertiary Kamiotofuke Lava

Paramen Lava

Osoushugawa Welded Tuff

Nupuripakushubetsu Formation

Tokachihoroka Formation
Miocene

Shikaribetsugawa Formation

Pre-Tertiary Hidaka Super Group

Table 1
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